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新
春
特
別
企
画
！

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

当
選
者
発
表
!!

新
年
号
の
新
春
特
別
企
画
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

パ
ズ
ル
の
応
募
総
数
は
一
二
五
通
で
し
た
。
（
そ

の
う
ち
正
解
者
は
一
二
四
名
）

た
く
さ
ん
の
方
に
ご
応
募
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

厳
正
な
る
抽
選
の
結
果
、
左
記
の
通
り
一
○

名
の
当
選
者
の
方
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
本

当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
当
選
者
の
方

に
は
三
千
円
分
の
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
当
選
者
】
（
五
十
音
順
）

・
富
岡
市
富
岡

大
塚
房
世
様

・
富
岡
市
宮
崎

岡
田
光
子
様

・
富
岡
市
七
日
市

小
野
澤
恵
美
子
様

・
富
岡
市
七
日
市

小
板
橋
美
登
利
様

・
富
岡
市
七
日
市

佐
藤
寧
皇
様

・
富
岡
市
上
高
瀬

関
口
八
重
子
様

・
富
岡
市
原

富
沢
重
子
様

・
富
岡
市
宇
田

原
田
み
ゆ
き
様

・
富
岡
市
野
上

福
田
た
ま
江
様

・
下
仁
田
町
吉
崎

村
木
博
様

惜
し
く
も
当
選
さ
れ
な
か
っ
た
方
も
、
今
度

こ
そ
当
選
す
る
よ
う
、
次
回
の
ク
イ
ズ
に
再
度

ご
応
募
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

【
タ
テ
】

【
ヨ
コ
】

～
「
イ
リ
エ
」

～
「
イ
ノ
セ
」

1

1

２

～
「
セ
リ
」

３

～
「
ク
ジ
ラ｣

３

～
「
ク
イ
」

５

～
「
リ
カ
イ
」

４

～
「
ラ
ジ
オ
」

７

～
「
エ
コ
」

６

～
「
カ
ル
シ
ウ
ム
」
９

～
「
カ
オ
」

８

～
「
コ
イ
ル
」

～
「
イ
プ
シ
ロ
ン
」

10

～
「
カ
ン
ヌ
」

～
「
シ
ル
」

9

11

～
「
シ
ア
イ
」

～
「
ヌ
タ
」

11

12

～
「
タ
カ
ラ
」

～
「
カ
ム
イ
」

13

14

～
「
カ
ツ
」

～
「
イ
ク
ツ
」

14

16

～
「
イ
ヌ
」

～
「
ヌ
メ
ラ
」

15

17

（
解
答
～
「
ア
カ
ル
イ
カ
ン
ジ
」
）

難
し
か
っ
た
の
は
、
タ
テ

の
「
シ
ア
イ
」
と

11

タ
テ

の
「
タ
カ
ラ
」
、
ヨ
コ

の
「
ヌ
メ
ラ
」

13

17

で
し
ょ
う
か
。

今
回
も
、
た
く
さ
ん
の
方
か
ら
貴
重
な
ご
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
の
瓦
版
を
改
善

す
る
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

～3月《弥生》～
や よ い

1日 全国火災予防運動 １８日 彼岸入り
2日 遠山の金さんの日 ２１日 春分の日
3日 雛祭り・耳の日 ２２日 世界水の日
6日 啓蟄 ２２日 NHK放送記念日
7日 消防記念日 ２３日 世界気象デー
8日 国際女性デー ２４日 彼岸明け

１4日 ホワイトデー ２５日 電気記念日



富
岡
市
内
の

国
の
登
録
有
形
文
化
財

建
造
物
で
五
○
年
以
上
経
過
し
た
も
の
の
う

ち
、
一
定
の
評
価
を
得
た
も
の
を
文
化
財
と
し

て
登
録
し
、
保
存
を
図
る
と
共
に
活
用
を
促
す

と
い
う
の
が
「
国
の
登
録
有
形
文
化
財
」
制
度

で
す
。
富
岡
市
内
で
は
、
「
北
甘
（
ほ
っ
か
ん
）

変
電
所
」
「
富
岡
市
社
会
教
育
館
」
「
割
烹
旅
館

と
き
わ
荘
」
「
富
岡
市
講
堂
」
「
旧
一
ノ
宮
町
役

場
庁
舎(

現
・
富
岡
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー)

」
の
五
つ
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は

一
ノ
宮
に
あ
る
三
つ
の
建
物
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◎
北
甘
変
電
所
～
大
正
八
年
五
月
に
西
毛
電
気

株
式
会
社
の
一
ノ
宮
変
電
所
と
し
て
建
設
さ
れ

ま
し
た
。
大
正
九
年
か
ら
当
時
の
富
岡
町
ほ
か

二
六
町
村
、
八
四
二
二
戸
へ
電
力
を
供
給
し
、

富
岡
製
糸
場
の
電
化
に
も
寄
与
し
て
い
ま
す
。

昭
和
二
六
年
か
ら
は
東
京
電
力
に
引
き
継
が
れ
、

現
在
も
機
能
し
続
け
て
い
ま
す
。

建
物
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
二
階
建
。

ド
イ
ツ
風
の
外
壁
仕
上
げ
（
ス
タ
ッ
コ
仕
上
げ
）
、

縦
長
窓
・
半
円
窓
を
多
数
配
置
し
た
デ
ザ
イ
ン

な
ど
、
変
化
に
富
ん
だ
外
観
が
特
徴
で
す
。
内

部
に
は
変
電
機
器
を
修
理
す
る
た
め
の
部
屋
や

大
型
機
器
を
搬
入
す
る
た
め
の
台
車
レ
ー
ル
、

ル
ー
プ
状
の
階
段
な
ど
が
今
で
も
残
っ
て
い

ま
す
。
現
存
す
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
造

物
の
中
で
は
、
群
馬
県
内
で
最
古
級
の
も
の

と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
富
岡
市
社
会
教
育
館
～
昭
和
九
年
十
一
月

に
昭
和
天
皇
が
貫
前
神
社
へ
参
拝
さ
れ
た
の

を
機
に
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
建
設
運
動
が

進
め
ら
れ
、
昭
和
十
一
年
三
月
に
「
東
国
敬

神(

と
う
ご
く
け
い
し
ん)

道
場
」
と
し
て
建

設
さ
れ
ま
し
た
。
完
成
後
は
群
馬
県
に
移
管

さ
れ
、
広
く
県
民
一
般
の
精
神
修
養
の
場
と

し
て
活
用
さ
れ
ま
し
た
。
戦
後
は
「
群
馬
県

立
社
会
教
育
館
」
を
経
て
、
「
富
岡
市
社
会
教

育
館
」
と
し
て
活
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

建
物
の
規
模
は
極
め
て
大
き
く
、
玄
関
・

事
務
室
棟
正
面
入
口
の
車
寄
せ
や
式
台(

し
き

だ
い)

、
建
物
の
雁
行(

が
ん
こ
う)

型
の
配
置
、

庭
園
と
の
一
体
化
、
書
院
造
や
数
寄
屋
造(

す

き
や
づ
く
り)

な
ど
、
日
本
の
木
造
建
築
に
お

け
る
伝
統
技
術
と
建
築
要
素
を
各
所
に
採
用

し
、
そ
の
建
築
材
料
も
質
の
高
い
の
も
が
多

く
、
全
体
的
に
当
初
か
ら
の
姿
が
良
好
に
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

設
計
は
明
治
末
か
ら
戦
前
を
代
表
す
る
建

築
家
で
あ
る
大
江
新
太
郎
が
主
宰
し
た
設
計
事
務

所
「
大
江
國
風(

こ
く
ふ
う)

建
築
塾
」
に
よ
る
も
の

で
す
。
和
風
を
強
調
し
た
近
代
和
風
建
築
で
昭
和

初
期
の
時
代
背
景
を
う
か
が
い
知
る
数
少
な
い
建

築
と
し
て
貴
重
な
歴
史
的
価
値
が
あ
り
ま
す
。

◎
旧
一
ノ
宮
町
役
場
庁
舎(

現
・
富
岡
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー)

～
昭
和
三
年(

一
九
二
八
年)

三
月

に
、
当
時
と
し
て
は
数
少
な
い
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
二
階
建
て
の
建
物
と
し
て
建
造
さ
れ
、
昭
和
二

九
年(

一
九
五
四
年)

三
月
ま
で
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
「
富
岡
市
一
ノ
宮
出
張
所
」
、
「
群
馬
県

立
博
物
館
」
、
「
群
馬
県
立
自
然
科
学
資
料
館
」
と

し
て
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
二
五
年(

一
九
五
○

燃)

に
防
水
の
た
め
、
寄
棟
造(

ト
ラ
ス
構
造)

瓦
葺

屋
根
の
木
造
三
階
部
分
を
増
築
し
ま
し
た
。
外
観

は
、
装
飾
が
少
な
く
単
純
明
快
で
力
強
い
意
匠
に

ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
国
際
様
式
の
昭
和
初
期
に

お
け
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
様
式
を
今
に
残

し
て
い
ま
す
。
県
内
で
も
屈
指
の
古
さ
を
誇
る
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
建
物
で
あ
り
、
保
存
状
態

も
良
く
、
地
域
の
歴
史
的
景
観
に
寄
与
す
る
建
物

と
し
て
も
貴
重
な
も
の
で
す
。

（
詳
し
く
は
富
岡
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
）



漢
字
読
め
ま
す
か
？

赤
ち
ゃ
ん
名
前
ラ
ン
キ
ン
グ

「
走
れ
メ
ロ
ス
」
は

走
っ
て
い
な
か
っ
た
？

理
数
教
育
研
究
所
が
開
催
し
た
「
算
数
・
数
学

の
自
由
研
究
」
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
賞
し
た
中

学
二
年
生
の
研
究
作
品
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。「
メ
ロ
ス
の
全
力
を
検
証
」
と
い
う
も
の
で
、

太
宰
治
の
小
説
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
の
記
述
を
頼
り

に
、
メ
ロ
ス
の
平
均
移
動
速
度
を
算
出
し
た
も
の

で
す
。

メ
ロ
ス
は
自
分
の
身
代
わ
り
と
な
っ
た
友
人
を

救
う
た
め
、
王
か
ら
言
い
渡
さ
れ
た
三
日
間
の
猶

予
の
う
ち
、
初
日
と
最
終
日
を
使
っ
て
十
里
（
約

三
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
道
を
往
復
し
ま
す
。
い

く
つ
か
の
仮
定
を
設
定
し
て
計
算
し
た
結
果
、
平

均
速
度
は
時
速
三
・
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
歩
い
て

い
る
の
と
同
じ
ス
ピ
ー
ド
で
す
ね
。
フ
ル
マ
ラ
ソ

ン
の
一
般
男
性
の
平
均
時
速
は
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

と
言
わ
れ
ま
す
か
ら
、
か
な
り
遅
い
ス
ピ
ー
ド
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
現
在
の
よ
う
に
整
備
さ
れ
た
道
で

は
な
い
こ
と
、
山
賊
と
の
戦
い
が
あ
っ
た
こ
と
、

結
婚
式
の
グ
ッ
ズ
を
買
っ
て
運
ん
だ
こ
と
な
ど
、

時
間
ロ
ス
の
要
因
も
あ
り
ま
す
か
ら
一
概
に
は
言

え
ま
せ
ん
。
た
だ
、
こ
う
し
た
考
え
を
持
っ
て
研

究
す
る
こ
と
は
、
頭
の
体
操
に
も
な
り
ま
す
ね
。

次
の
漢
字
を
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

①
剪
定

②
汎
用

③
焙
煎

④
流
暢

⑤
颯
爽

⑥
剽
軽

⑦
絢
爛

⑧
婉
曲

⑨
呑
気

⑩
乖
離

⑪
華
奢

⑫
凋
落

⑬
訥
弁

⑭
紐
帯

⑮
慟
哭

⑯
磊
落

自然を大切に

ゴミは持ち帰りましょう！！

昨
年
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
の
う
ち
、
約
三
万
人

を
対
象
と
し
た
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
一
番
多
か

っ
た
名
前
の
一
位
は
、
男
の
子
が
「
大
翔
」
（
昨
年

二
位
）
、
女
の
子
が
「
結
菜
」
（
昨
年
三
位
）
で
し

た
。
大
翔
は
主
に
「
ひ
ろ
と
」
、
結
菜
は
主
に
「
ゆ

い
な
」
と
い
う
読
み
で
す
。

男
の
子
は
こ
の
他
「
蓮
」
「
悠
真
」
が
大
人
気
。

続
い
て
「
湊
」
「
翔
太
」
「
颯
真
」
「
陽
向
」
も
人
気

で
す
。
「
大
き
く
羽
ば
た
く
」
「
太
陽
の
よ
う
に
周

囲
を
明
る
く
照
ら
す
」
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ

て
い
る
み
た
い
で
す
ね
。
一
方
女
の
子
は
「
結
愛
」

「
結
衣
」「
愛
莉
」「
愛
梨
」
が
大
人
気
。「
優
し
い
、

思
い
や
り
」
、
「
愛
し
、
愛
さ
れ
る
」
と
い
う
思
い

が
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

漢
字
一
文
字
で
見
ま
す
と
、
男
の
子
は
「
太
」

「
翔
」「
大
」
が
ト
ッ
プ
ス
リ
ー
。
女
の
子
は
「
愛
」

「
菜
」
「
花
」
「
莉
」
が
人
気
で
す
。

名
前
の
読
み
で
は
、
男
の
子
は
「
は
る
と
」
「
ゆ

う
と
」
が
人
気
が
あ
り
ま
す
。
ち
な
み
に
「
は
や

と
」「
か
い
と
」「
ゆ
い
と
」「
ひ
ろ
と
」
、「
み
な
と
」

と
「
と
」
で
終
わ
る
名
前
の
人
気
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
女
の
子
は
「
ゆ
い
」
「
め
い
」
が
例
年
人
気

で
す
が
、
「
こ
は
る
」
「
あ
い
り
」
も
人
気
。
「
心
」

を
「
こ
」
と
短
く
読
ま
せ
る
形
が
増
え
て
い
ま
す
。



発行 リフォーム・増築・改築・新築は 地元
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一 口 知 識
●○●○●○●○●○●○●○●○●○●
～環境省花粉観測ｼｽﾃﾑ～

「はなこさん」

環境省では、花粉の飛散状況をホ

ームページに公開しています。地図

と表、グラフでみることができます。

花粉飛散データは、観測地点から自

動送信されており、毎時３５分頃に

ホームページを更新するようになっ

ています。愛称を「はなこさん」と

名付け、周知に努めているそうです。

是非ご覧ください。

http://kafun.taiki.go.jp/

漢
字
読
め
ま
す
か
？

解
答

営
業
ス
タ
ッ
フ
か
ら
一
言

ブログ 【http://daigo.kazelog.jp/】
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ【http://www.daigo-kensetu.co.jp/】
Eﾒｰﾙ 【daigo-tm@daigo-shiki.jp】

ブログ 【http://shikinosumai-blog.net/】
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ【http://www.shikinosumai.net/】
Eﾒｰﾙ 【shiki@daigo-shiki.jp】

大工さん大募集中!!
～家のことなら何でも 0120-388-406 まで～

（通話無料：フリーダイヤル）

①
せ
ん
て
い

②
は
ん
よ
う

③
ば
い
せ
ん

④
り
ゅ
う
ち
ょ
う

⑤
さ
っ
そ
う

⑥
ひ
ょ
う
き
ん

⑦
け
ん
ら
ん

⑧
え
ん
き
ょ
く

⑨
の
ん
き

⑩
か
い
り

⑪
き
ゃ
し
ゃ

⑫
ち
ょ
う
ら
く

⑬
と
つ
べ
ん

⑭
ち
ゅ
う
た
い

⑮
ど
う
こ
く

⑯
ら
い
ら
く

花
粉
の
飛
ぶ
季
節
で
す
ね
。
お
困
り

の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
時
期
、

安
心
し
て
洗
濯
物
が
干
せ
る
い
い
ア
イ

デ
ア
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
「
テ
ラ
ス
囲
い
」
で
す
。
テ

ラ
ス
を
ぐ
る
っ
と
囲
む
よ
う
に
光
を
通

す
壁
を
と
り
つ
け
れ
ば
、
花
粉
を
気
に

せ
ず
に
洗
濯
物
を
干
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
簡
易
的
な
も
の
か
ら
「
部
屋
並
み
」

の
本
格
的
な
も
の
ま
で
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
。
一
階
で
も
二
階
で
も
取
付
け
で

き
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
テ
ラ

ス
囲
い
」
で
検
索
で
き
ま
す
。
ご
不
明

点
は
是
非
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。


